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◆◆◆ 巻 頭 言 ◆◆◆ 

 今後の甲府クラブ運営について  
会長 丹後佳代 

昼は暖かく、夜は寒く、だんだん春に向けて気候が変

わってきました。また、インフルエンザもはやり、体調

を崩しやすい時期ですが、皆さん、元気にお過ごしでし

ょうか？ 

さて、最近の甲府クラブの活動について、とてもさみ

しい状況が続いていると感じています。私自身の力不足

もあると思っています。 

そこで、皆様のお力とお知恵をお借りしたいと思い、

２月例会は今後のクラブ運営についてみんなで考え、意

見を出し合えるよう、お時間を頂きました。 

例会の出席率の低下、次年度役員選出難航、各行事へ

の協力、新会員入会数の低下など甲府クラブとして、活

力低下を感じています。 

私自身も会長になるまでは県外で行われるワイズの行

事には一切、参加したことがありませんでした。例会に

欠席することもありました。バザーの手伝いやチャリテ

ィーランの手伝いも必ず参加していたわけではありませ

ん。私も現役で仕事をしながら、ワイズ活動に参加する

ことは結構大変なことだとも実感はしています。しかし、

私のモットーはワイズに入会する前から「汝与えよ、さ

らば与えられん」でした。高校生の時からいろいろなボ

ランティア活動に参加し、実践してきたつもりです。今

後のワイズ活動を続けて行くにあたっても私にとっては

とても大切なキーワードだと思っています。 

何とか、甲府クラブが活性化するよう、行動していけ

たらと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

日時：2017 年２月１４日(火)  会場：山梨ＹＭＣＡ 

担当：国際交流  司会：ピーター・マウントフォード 

◎プルタブ・使用済み切手・お年玉切手・エコキャプ 

 重さ（お年玉切手は枚数）を記入し、ご持参ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国 際 会 長 主 題：私たちの未来は、今日より始まる    Joan Wilson（カナダ） 

アジア地域会長主題：ワイズ運動を尊重しよう      Tung Ming Hsiao （台湾） 

東 日 本 区 理 事 主 題：明日に向かって、今日動こう      利根川 恵子（川越） 

あ ず さ 部 長 主 題：あずさ部は賜物の宝庫。もっと活かそうぜ！ 浅羽俊一郎(東京山手) 

甲府クラブ会長主題：楽しみながら広げよう、ワイズの心   丹後 佳代    

■今月のことば■                                石川博会員 選 

“I see my light come shining, From the west unto the east, Any day now, I shall be released” 

（朝日はもう昇るよ、すこしずつだけどね。その時その日こそ、自由になるんだ。） 

ボブ・ディラン「I shall be released」（訳：おおつかまさじ「男らしいってわかるかい」） 

  甲 府 ク ラ ブ 

2017 年 ２月 会報 
●今月の強調目標 

 Ｔ Ｏ Ｆ 

   

開会点鐘             丹後佳代会長 

ワイズメンズソング・ワイズの信条 

会長挨拶 

来年度会長の発表 

  来年度あずさ部部長・役員発表 

今月のことば           石川博会員 

ワイズディナー 

ミーティング 今後のクラブ運営について    

諸報告・プルタブ等の集積 

ハッピー・バースデー・アニバーサリー 

甲府ワイズの歌 

閉会点鐘             丹後佳代会長 

           

プログラム 

  

会員数 ３８名  例会出席 ２７名＋メネット３名 

メイキャップ ２名       出席率  ７６％ 

ゲスト ９名  島田茂総主事 ＹＭＣＡ職員３名 

 三井貴子様・事務屋日の丸様ご夫妻 成瀬様 

   小野興子様 小澤様（甲府２１キャンディデイト） 

（甲府２１クラブ ２２名 出席）  

１月のデータ 
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１月 合同例会報告 
 甲府クラブと甲府２１クラブ合同の新年例会は、１月

１０日(火)、ホテル談露館において開かれた。甲府２１

の２２人、ゲストの９人を加え総計約６０名の参加者で

賑やかだ。司会は、今年の担当２１クラブの稲垣会員。

２１の松村会長の

点鐘で開会し、両会

長の挨拶となる。松

村会長は、イギリス

のＥＵ離脱、トラン

プ大統領の当選と

いう事態を受け、中

東などイスラム諸

国からの移住者を排除する機運が欧米で高まっていると

指摘し、日本の山梨ではワイズ活動を通じて世界の難問

に寄与したいとの壮大な話。丹後会長からは、「お正月

を遊ぼう」に多くの参加者があったこと、英語の勉強を

しようと決意したが早くも挫折ぎみであることなどの話

題が供せられた。 

ゲストとともに、久しぶりに２１に復帰した後藤会員

の紹介、ゲストの三井貴子様（英和中学高校の校長先生）

の挨拶があり、「今月の言葉」では、布能会員の自宅か

らのメッセージがビデオで披露された。小方喜羊氏の思

い出など貴重な話をいただいた。諸報告後、２１野々垣

会員から、日本ＹＭＣＡ総主事島田茂氏の紹介があり、

卓話「ＹＭＣＡが青少年の希望となる日！－祈りの力に

支えられて－」である。まず、マイ・ヒストリーとして、

母親が中国人であるため、子ども時代に差別を受けてき

たこと（ご両親は

戦時中にシンガポ

ールで知り合い、

１９４５年に結婚

なさった）、高校

で部落差別を知り、

また「ベ平連」（ベ

トナムに平和を！

市民連合）活動を

していたこと、ＹＭＣＡに就職したこと（「奉職」では

ないと強調なさっていた）など。次いで、富山ＹＭＣＡ

では、職員とともに聖書を読むことから始め、立て直し

たお話。そして、日本ＹＭＣＡ同盟で、若者の自殺や子

どもの貧困率の上昇へ取り組もうとしている。これらは、

１８５５年のＹＭＣＡ最初の世界大会で制定された「パ

リ基準」（特に、「イエス・キリストの精神が広く青年

の間に活かされるよう、その努力を結集する」という部

分）に基づく活動であると、述べられた。 

 その後、第二部に

移り、島田総主事の

乾杯、食事をしなが

ら、三井貴子様のご

主人である「事務屋

日の丸」様のミニ・

マジックショー。ト

リックの不思議さ

以上に口上のキレ

で楽しめることを

再認識。皆さんいい

笑顔で、新年を寿ぐ会が閉じられた。（石川博） 

 

 

 

◎１月２４日(火）１８：３０～２０：２０ 山梨ＹＭＣＡ 

◎出席者 丹後、標、仙洞田、大澤、マウントフォード、

荒川、石川 

【報告事項】  

○１月例会報告 （左欄と１ページ参照） 

 担当の２１クラブに感謝。ただ、もう少し事前の打ち

合わせをした方がよい。ニコニコボックスを回さなか

ったので、メッセージ等はない。 

○「お正月を遊ぼう」報告（３ページ参照） 

 「紙ひこうき」を９名で担当、他に渋江・渡辺徳両会

員が「大根鉄砲」を担当した。 

○その他報告 ・平原会員が入院（本ぺージに別記） 

【協議事項】 

○２月例会について・・・ピーター委員長よりプログラ

ム案が示され了承（１ページ参照）。ペットボトルのキ

ャップは、問題のある「推進協会」を通さず、「世界の

子供にワクチンを 日本委員会」（略称ＪＣＶ）に直接

寄付をしている韮崎の国土興産株式会社に持ち込む。 

○３月例会について・・・野外例会ではなく、談露館を

会場に１４日（第二火曜）に開催。 

〇その他 ・喜寿と米寿の会員に、記念品を贈ることが

規約に定められている。年齢を確認の上準備する。 

 ・ＥＭＣ委員会から。友人を例会に誘おう。また、出

席率も挙げていきたい。担当主事の役員会への出席も

求めるべきではないか。    （石川博） 
  
平原会員より、メッセージが寄せられました。 

「昨年１２月、呼吸困難となり緊急入院、一時危篤状

態でしたが、肺の水を 800CC 排水、遂に“人工透析”

でやっと治まりました。が、今後透析を週３回続ける

ことになり、早くても３月上旬を過ぎないと退院でき

ません。」 ご回復を祈念します。  

 1 月 役 員 会 報 告   

１２月のデータ 
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「お正月を遊ぼう」 

 ２０１７年１月７日（土）晴、第６回「お正月を遊ぼ

う」がマイナス３.６度の寒い中、甲府駅北口よっちゃば

れ広場、藤村記念館、山梨県立図書館で行われました。

このイベントは「子供たちに日本の伝統を伝えたい」と

いうことから始まりました。オープニングでは、幼稚園

児の「和太鼓」と「マーチングバンド」が元気に披露さ

れました。 

あそびのコーナでは、｢ジャンボすごろく」「めんこ」｢羽

根つき｣｢竹馬」「けん玉」などがあり、今年も当クラブか

ら「大根鉄砲」「クリップロケット」「紙飛行機とばし」、

あ ら た に

「ガチャガ

チャ」抽選

が行われ、

どちらもこ

どもたちの

笑顔と、笑

い顔が聞こ

え、３００

人の親子が

楽しみまし

た。 

甲府クラ

ブからは、

丹後会長、

秋山、大澤、済本、仙洞田、標、渋江、内藤、ピーター、

廣瀬、渡辺（徳）、武田の各会員と標メネットが参加しま

した。  （武田） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富士クラブとの交流会 

１月２８日（土）に、第２回富士山部の富士クラブと

の交流会が、昨年と同じ「下部ホテル」の地で開催され

ました。富士クラブは鈴木靖巳会長以下の７名が参加し、

甲府クラブからは、丹後会長・武田副会長・ピーター委

員長・渡辺（隆）会員・仙洞田会員、そして秋山の６名

が参加しました。  

当日は、皆様ＰＭ４;００頃と、早くに現地到着され、

一風呂浴びて、世俗の汗を流した後、さっぱりした気持

ちでの交流会となりました。初めに両会長より、各クラ

ブの現況説明があり、その話を聞いていると、会員拡大

の問題等は、共通の悩みである事をあらためて実感しま

した。 

続いて、甲府の地酒と富士の地酒等の記念品交換のセ

レモニーを執り行い、元気のいい乾杯の後で、目の前の

豪華な料理に箸をつけながら、富士クラブ会員と甲府ク

ラブ会員とが交互に自己紹介に入り、煮貝の話が出ると、

シラスの話で盛り上がったり、武田信玄の話が出ると、

米国のトランプ新大統領の話で盛り上がったり、最後に

は、昔懐かしい甲府クラブと富士クラブとのなれそめ関

係から、当時非常ご苦労頂いた、平原会員との思い出話

等が飛び出したりで、時の過ぎるのも忘れてしまう程に、

和気あいあいの内に話がはずんで行きました。 夜も更

け時間も８時半を過ぎ、当ホテルでのイベントもあり、

宿泊する会員にとっては、楽しみな二次会もあるとの事

で、最後は会員一同の記念写真を撮って、思い出の１ペ

ージにしました。 

別れ際に、東山荘での東西交流会での再会を約束する

と共に、今後もいつまでも両クラブの交流が続く事を願

って、お開きとしました。 （秋山） 

 

インビテーション・ 

キャンペーン実施中 

友人に声かけを！ 

東日本区ＣＳ写真コンテスト  
◎2016 年４月～2017 年３月末までに撮

影されたＣＳ活動を題材とした写真 

応募期間：３月１５日～４月１５日 
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想像力から生まれる創造 
        仙洞田安宏 

私の生業である建築の設計は創造的な仕事と言われる

が、私はむしろ、想像力を働かせるよう心掛けている。

住宅設計で言えば、住まい手がその家で織りなすであろ

う様々な暮らしの場面を想像することから始める。一家

団欒の光景、家族の晴れの日や年中行事の景色、四季の

移ろいと日常生活、、、。それらを想像して、この家族のた

めの新しい住まいを考える。 

 このような想像力の必要性は、ビジネスのみならず、

個人同士の関係、さらに組織や団体においても同様で、

ワイズにおいても例外ではない。    

 例えばワイズでは、「役を頼まれたら断らない」と言わ

れる。その通りだと思うし、私もそれを実践してきたつ

もりだ。断らないというより、断れない事情の時もあっ

たし、何より役を経験することで自らを成長できると思

ったからだ。一方、自分が役をすることは、他の人の貴

重な経験の機会を奪うことでもあるし、他の人が役をす

ることによって生まれるであろう新たな創造を阻害する

ことにもなることが想像出来る。何より同じ顔ぶれが役

員をするようでは、組織の活性化は望めない。 

 これまで富士五湖、長野と二つのクラブの設立(創造)

に関わったが、これらも先輩会員の豊かな想像力から生

まれた賜物である。それは、想像するだけでなく、実行

することが創造に繋がる事を証明している。 

 クラブの運営においても然りである。昨年来、近年の

クラブ運営について苦言を呈して来た。これに対して

様々な反応があると思うが、「どうしてアイツが今、ああ

いうことを言うのか」という想像に至って欲しい。役員

会で出た意見や提案(想像)も、実行してこそクラブの活

性化(創造)に繋がるものと思う。 

 想像とは、他者や対象に思いを馳せることである。先

日、長野クラブの福島貴和住職から、アーネスト・ヘミ

ングウェイの言葉を教えていただいた。 

・「善とは何か、後味の良いことだ。悪とは何か、後味の

悪いことだ。」 

 後味を良くするにはどうすべきか想像力を働かせ、行

動する。今の社会にこのことが求められているし、ワイ

ズはそれを養い実践する、もっとも相応しい場ではない

だろうか。僭越だが、拙文を読んで、それぞれの想像の

翼を拡げていただければ幸いである。 

 
 

 

・１月１４日（土）東日本区「第５回文献・組織検討委員会」 

(四谷の区事務所) 小倉会員出席 

今年のチャリティーランは６月１０

日（土）、小瀬の補助競技場にて開催

されることが決定しました。記念すべ

き２０回目の開催となります。先日の

常議員会にて大会委員長は甲府２１クラブの松村豪夫様

にお引き受けいただくことが決議されました。第一回目

の実行委員会は５月２３日に予定していますので、引き

続き皆様のご支援ご協力をよろしくお願い申し上げます。 

 さて、ぶどうの木に続く、ケア・コミュニティーづく

り事業第二次計画として、発達障害児支援事業「放課後

等児童デイ」がいよいよ開始することが決定しました。

１２月末に県の障害福祉課に申請書を提出し、会場とな

るＹＭＣＡの会館に対する消防等の査察もクリアし、こ

の程晴れて児童福祉法に基づく指定障害児通所支援事業

の施設として認可を受けました。この事業は発達に何ら

かの偏りのある児童のソーシャルスキルを向上させるプ

ログラムを提供するもので、午前中は幼児、午後は小学

生を対象にしています。利用は週１回から毎日来る児童

まで様々で、平均して一日１０名が定員になります。皆

様の身近に該当する方、興味のおありの方がおられまし

たら是非ご紹介ください。（露木） 
 

 

    ２月 Happy Birthday  
 

メ ン  廣瀬静男(18 日)   秋山仁博(26 日) 

     二子石宣秀(26 日)   平原貞美(27 日) 

     武田信男(28 日)             

メネット 金丸美香(13 日)   石川順子(博)(23 日) 

     田中千里(克)(24 日) 中澤奈緒(大)(24 日)    
 
 

   ２月 Wedding  Anniversary  
 
神山玄太 ♡ 奈緒子(2 日) 渡辺徳之 ♡ 広子(21 日) 

 
 

   今後の予定 
 

 ２月１８日（土） 沼津クラブ５０周年記念例会(11:00～) 

  ニューウエルサンピア沼津 登録料 6,000 円 

 ２月２８日（火） ２月役員会 （１８：３０～） ＹＭＣＡ 

 ３月４日（土）～５日 次期役員研修会 東山荘 

 ３月１４日（火） ３月例会（１８：４５～） 談露館 
 

    台南クラブ５０周年記念例会 
４月２８日（金） 夕方６時～歓迎会 

２９日（土） 台南市観光・記念例会、日曜に解散。 
 

７月２１日(金)～２３日(日） アジア太平洋地域大会  

タイ国チェンマイにて開催 

ＹＭＣＡ

たより 

 

東奔西走 


